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２年生「西駒登山」、頂へ！ 
７月２３日（木）、２４日

（金）に西駒登山が日帰り

と宿泊で行われました。２

年生、頑張りました！！ 

宿泊組は、２日目遭難

記念碑まで足を延ばしま

した。宝剣山荘の管理人さ

んも「西駒ざんまいコー

ス」と絶賛する、最近の中

学生では珍しく、コロナ

後、初ではないかとのこと

です。 

登山の最大の魅力は、

「稜線歩き」と言われるくらい、山の魅力を感じてほしいという先生方の思いもあったようです。最近スポー

ツ選手が「今まで見たことがない景色をみたい・・・」というコメントを耳にしますが、３０００ｍ級の稜線を

歩いた人にしかわからない感覚があったことでしょう。ちなみに日本で最も人気の稜線歩きは「北アルプ

ス表銀座コース」、右手に槍ヶ岳を見ながら、歩く姿は「ザ夏山」です。小林喜作が開拓した歴史と合わせ

て、今でも多くの登山者を引き付けてやみません。 

また登山をすると、日々の生活環境がいかに恵まれているかということを実感します。「不便益」なんて

言われることもありますが、美しい景色や新鮮な空気、森林浴（フィトンチッド効果）により、心身の緊張が

ほぐれ、リフレッシュできてしまうのもうれしいですね。 

大人になって「山に登ろう！」と思ってもらえることも学校登山の目的のひとつかもしれませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が最も印象に残ったのは、遭難記念碑でした。大正 2年に起きたこの遭難事故は、生徒を含む 11人もの

尊い命がなくなってしまうという、とても重大な出来事でした。 

西駒ケ岳の登山道は、岩につかまりながら通ったり、起伏の激しい道があったりなど危険なところがたくさん

あり、走って駆け抜けたりなどはできません。そんな環境で実際にどのような事故が起こったのか詳しく調べて

みると、生徒たちが急な暴風雨に巻き込まれてしまったことが分かりました。天気が良くても歩きにくいこの道

で、暴風雨にあってしまった当時の生徒たちは、とても苦しい思いをしながら生き延びようとしたのだと思いま

す。現在は絶滅危惧種のライチョウがいたり、様々なきれいな花が咲いていたりするこの場所で、100 年前、気

象によって多くの人がなくなってしまったという事実に、私はとても切なくなりました。この石碑は「慰霊碑」では

なく、「記念碑」と呼ばれています。これは、地元の方が「事故を風化させないように」という理由で「記念碑」と

したそうです。誰一人悲しい思いをしてしまわないようにするためにも、この事故の記録をいつまでも残していけ

るように努力していきたいと強く思いました。 

學び舎に魂合わせ 

 

  令和８年９月 11日（金） 
    第４号（２学期） 
    伊那市立東部中学校  

作成 松坂 真吾 

登山後の生徒の感想より一部抜粋 

山頂に集う緑学年 



 

合唱部、吹奏楽部、県大会出場！ 

夏休み中、地区大会で金賞をいただいた合唱部、吹奏楽部が県大会に出場しました。 
その結果、合唱部は銅賞、吹奏楽部は銀賞をいただくことができました。残念ながら目標としていた全国大

会への出場はかないま

せんでしたが、夏休み

を返上して練習を重

ね、コンクール当日は

今まで練習してきたも

のを精一杯発揮してき

てくれました。今までお

支えいただいた保護者

の皆様、ありがとうござ

いました。 

尚、合唱部、吹奏楽

部、演劇部は文化祭で

も発表をしてくれます。

ご期待ください。 

写真は吹奏楽部より提供 

 

＃ 1710 パート３ その四 

北信越の夢舞台で輝く！！ 
  先日、富山県で開催された北信越大会へ応援に行ってまいりました。本校から軟式野球部、陸上部、女

子バスケットボール部、そしてバドミントン伊那EASTクラブの4つの部・クラブ、体操競技で個人１名が出

場し、熱戦を繰り広げました。会場で特に印象的だったのは、選手たちの「笑顔の多さ」です。大きな舞台

であっても、相手の気迫や会場の雰囲気にのまれることなく、自分たちの力を信じて伸び伸びとプレーする

姿が非常に頼もしく映りました。競技面でも活躍があり、陸上部の芳澤さんが女子走高跳で見事優勝を果

たしました。もちろん優勝した選手だけでなく、全員が最後まで決してあきらめず、全力で戦い抜きました。 

北信越といった上位大会に集まる選手たちの中で見ると、本校の生徒の体つきは決して大きい方では

ありませんでした。しかし、相手に立ち向かう「ハートの大きさ」では決して負けていませんでした。堂々と誇

りを持って戦うその姿から、応援していた私自身が大きな勇気をもらいました。 

夢舞台で輝きを放ち、感動を与えてくれた生徒の皆さん、本当にありがとうございました。また、日頃から

温かく支え、現地まで足を運んで応援してくださった保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。今後とも

生徒たちへの温かいご支援をよろしくお願いいたします。 
１０月の主な予定 (19日～30日読書旬間) 
９日（金）PTA役員会 

16日(金)授業参観日・文化講演会 
２０日（火）先生方の会議の為、休業日 

2１日（水）中部連合音楽会（3年生） 
２３日（金）体育祭(予備日 26日(月))  
３０日（金）伊那市中学生キャリアフェス（2年生） 
 
 

すず竹祭 ： 10月２日（金）、３日（土） 
1日目は、東部中学校を会場に、2日目は、 
伊那文化会館にて合唱祭が開催されます。 

詳しくは、９月１日（火）のオクレンジャー添付資
料をご覧ください。多くの皆様のお越しをお待ち
しております。 ５日（月）は振替休日となります。 

 


